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　2026 年は，公益社団法人　日本整形外科学会（日整
会）創立 100 周年の節目の年にあたります。これを記
念し，今回の増大号は「整形外科 100 年の進歩」とい
たしました。本特集号を俯瞰すると，100 年という歳
月の中で整形外科が遂げた劇的な変化に驚かされると
ともに，各分野の発展においては，この 10 年だけでも
まさに隔世の感があります。
　整形外科の語源となった「オルトペディ（ortho-
pédie）」という言葉は，1741 年にフランスのニコラ・
アンドリ（Nicolas Andry, 1658‒1742）によって提唱
されました＊。今年はそれから 285 年目にあたります。
この語は，ギリシャ語で「まっすぐな」を意味する「オ
ルトス（orthos）」と，「小児」を意味する「パイス

（pais）」あるいは「パイディオン（paidion）」に由来す
るフランス語の「ペディ（pédie）」を組み合わせたも
のです。つまり，本来は「小児の変形を矯正する」と
いう意味であり，当時の主流は保存療法であったと推
察されます。
　上記で引用した小林先生の記述によれば，1816 年の
デルペシュ，そして1831年のシュトローマイヤーによ
る内反尖足に対する皮下切腱術の登場が，オルトペ
ディにおける大きな転機となりました。特にシュト
ローマイヤーは，小切開による症例を重ね，独自の切
腱刀と後療法を確立して成功を収めました。これはま
さに，現代に連なる整形外科手術治療の黎明といえる
でしょう。
　わが国に目を向けると，明治 33 年（1900 年），当時

36 歳の外科医であった田代義徳先生が，政府の命によ
り外科的矯正術研究のためドイツ，オーストリアに留
学されました。明治 37 年 3 月に帰国後，東京大学内科
教授の入澤達吉，医師で漢学者の永坂石埭（せきたい）
と協議し，オルトペディの訳語として「整形外科」を
命名しています。そして明治 39 年（1906 年）4 月 4
日，東京大学に初の整形外科学講座が開設され，田代
先生が初代教授となりました。
　周知の通り，日整会の「整」の字には，現在の「教
えのつくり」ではなく「攴（とまた）」が用いられてい
ます。この文字には「之を束ねて，之を打ち，之を正
す」といった意味があり，整形外科の基本精神が凝縮
されています。また「形」の字については，「機能を正
すには，形を整えることだ」という信念から採用され
たといいます。田代先生の運動器疾患の本質に対する
深い洞察が，この整形外科に込められているのです

（＊，東京大学整形外科学教室ホームページ参照）。
　少子高齢化，さらには人口減少が急速に進む現代日
本において，整形外科が扱う疾患構成は大きく変容し
ています。加えて，AI やロボット手術といったテクノ
ロジーの躍進，骨軟部腫瘍やリウマチ性疾患に対する
新規薬物療法の台頭など，治療法もまた大きな変革の
中にあります。本特集号が，各領域の歴史的変遷を振
り返るのみならず，過去から現在，そして次世代へと
続く治療のヒントとなることを切に願っております。
 （石橋恭之）
＊小林　晶：日整会誌 88：47―59，2014
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